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Ⅰ．専攻・領域の概要及び入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

１． 目的 

博士後期課程は、高度の専門研究及び専門諸分野の基礎に立つ高度の学際的総合研究を行うに必要な創造的能

力を育成し、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な研

究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。 

２． 標準修業年限   ３年 

３． 専攻及び入学定員 

専 攻 比較社会文化学専攻 人間発達科学専攻 ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ学際研究専攻 ﾗｲﾌサ イ エ ン ス専攻 理学専攻 

入学定員 ２７（若干名） １４（若干名） ４（若干名） １５（若干名） １３（若干名）

    （注） 上記、（ ）内は外数で外国人留学生募集人数を示す。 

 ４． 課程の修了 

学生は、それぞれ専攻で定めた授業科目について所定の単位を修得し、かつ、学位論文審査並びに最終試験に

合格しなければならない。 

 ５． 取得できる学位 

学術、人文科学、理学、社会科学又は生活科学の博士の学位である。 

専攻分野に応じて、学位が授与される。 

 ６． 各専攻・領域の要旨及び入学者受入方針（アドミッション・ポリシー） 

  ◎ 比較社会文化学専攻 

比較社会文化学専攻では、社会と文化に関する高度に学際的かつ総合的な専門研究を行うことを通じて、人間

文化の基礎理論の確立を目指している。また、国際的視野の中で日本研究を推進し、総合学としての日本学を

世界に発信していくことを企図している。 

本専攻では、こうした目的に即しつつ自立的に研究を行うことに強い自覚をもった人材を求めており、特に以

下の２点を、前提として強調しておきたい。 

  １． 資料や文献を読解するため、また、国際的な研究交流を遂行するために必要な語学力を有していること。 

  ２．日本を含む世界各地域の過去もしくは現在の社会構造等、アジア・欧米の言語・文学・思想等、日本を 

     含む世界各地域の芸術作品・芸術活動等のいずれかの分野において、上記の研究の基礎となり得る知識

     と研究能力を有していること。 

領  域 要   旨 

国 際 日 本 学 

 

 

 

 

 

 

 

国際日本学領域は、本学の戦略的研究・教育領域として位置づけられており、国際的に多様化

する大学院教育の現状に対応して、国際的視野のなかで日本研究を進め、文学・言語学・歴史

学・考古学・思想・文化・身体論の総合学としての日本学を世界に発信する人材を養成するこ

とにより、日本研究における世界の教育拠点となることを目標としている。 

本領域に進学する学生には、それぞれの専門分野において高度な研究を進めるとともに、専門

性を踏まえた日本に関する学際的な関心の涵養と、総合的な知識の蓄積、さらに研究交流への

積極的な参加や、そうした活動の基礎となる外国語能力の向上による国際性の養成にも留意し

て、研究を進めていくことが期待される。 

言 語 文 化 論 

 

 

アジア、欧米を中心とする各国文学・言語学・言語教育学の専門的知識を深めつつ、それらを

横断する研究視点を育成し、言語を介した現代の文化・批評の機能を、国際協力の面からも積

極的に開発・提言する人材の養成につとめる。 

比 較 社 会 論 

 

 

 

哲学思想・歴史からスポーツまでを対象に、過去の思想・歴史を踏まえつつ、日本・アジア・

欧米・イスラムの諸地域を相互に比較横断する研究を推し進める領域である。社会分析的視点

を大幅に強化し、社会構造の分析にとどまらない社会と文化の学際的・総合的な研究を進めて

いくことが期待される。 
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表 象 芸 術 論 

 

 

 

 

美術・工芸・服飾・舞踊・音楽、および博物館学を主な対象とし、文化表象・表現を多方面か

ら、舞踊・音楽においては実践と理論の融合を図りつつ、専門的かつ横断的に批判的分析・追

究する領域である。表象芸術に関する幅広い知見と専門知識、独創的な分析力をもち、表象芸

術論を人間理解・国際協力の強力な媒介として社会に提言することに意欲をもった学生を求め

る。 

 

  ◎ 人間発達科学専攻 

人間発達科学専攻は、人間の生涯にわたる発達と社会環境にかかわる広いテーマに関連する高度の専門研究を

進める女性研究者となる人を育てている。人間の発達、環境、教育、生活などの領域について、日本や世界の、

過去から現在、あるいは２１世紀への諸問題の解決に意欲を持つ学生の入学を期待する。後期課程３年間で博

士論文の完成ができることが期待される。入学後は１年次から毎年、学会発表、学会誌への論文の投稿、学内

外の研究活動への参加など、計画的に研究成果をあげることが求められる。まず、優れた修士論文を完成させ

ること。 

入学試験では、修士論文の質と、今後の研究計画が明確かどうかを審査する。原則として、言語試験での６０％

以上の得点も条件とする。研究指導を受けたいと考える教員に事前に相談すること。意欲的な学生の皆さんの

応募を期待する。 

領  域 要   旨 

教 育 科 学 

 

 

 

 

人間の生涯にわたる発達の過程を多様な方法論により科学的に探究するとともに、諸教育問題

の解決に資する実践的な研究を行う。基礎科学・方法論として、教育思想、教育史、教育社会

学を置き、またマクロ・ミクロの実践科学として教育課程・教育方法論、教育開発論、生涯学

習論を設置する。当領域では、人間の発達について教育科学的に考えることのできる研究者お

よび研究者的な視点をもつ実践者の育成をめざしている。 

心 理 学 

 

 

 

 

 

 

 

 

心理学領域では、人間の心理を脳という核を中心に、発達という時間軸、社会という空間軸の

中で、多次元的・総合的に検討し理解する。そのために次のような授業科目を設けている。「発

達心理学先端研究」「認知科学論」「道徳性形成論」「メディア心理学」「健康行動論」「発

達精神病理学」。これらの授業科目における教育・研究を通して、心理学領域の研究者を育成

することが、本領域の目的である。心理学の研究者や専門職となることを希望する学生を期待

する。すでに心理学の基礎的・応用的方法論や統計的手法を習得していること、英文で学術論

文を作成する力を求める。広い分野への関心を期待しつつ、「発達心理学」「認知心理学」「社

会心理学」「教育心理学」「臨床心理学」「パーソナリティ心理学」の分野のいずれかにおい

て専門的な研究をすすめる意欲のある学生を求める。 

発達臨床心理学 

 

 

 

 

発達臨床心理学の教育および研究を行う。臨床心理学を柱として、家庭、教育、医療、福祉、

司法、産業等のさまざまな場における心理臨床的、発達的課題について専門的に対処する力を

養成するとともに発達臨床心理学の研究を行う高度な研究能力を養う。臨床心理学の研究者お

よび専門職となることを希望する学生を求める。すでに臨床心理学の基礎的・応用的方法論や、

統計的手法を習得していることが必要である。 

社会学・社会政策 

 

 

社会学を中心に、経済学、法学などを含む社会科学を基礎学問として、人間、社会、文化にか

かわる諸現象を解明する。また、社会科学の研究における理論と実証の関係のみならず、実践

との密接な結びつきを意識して、政策科学的な研究として発展させることを重視している。 

保 育 ・ 児 童 学 

 

 

 

 

 

 

 

保育・子育て等の現場で生じている多様な問題を、多角的に分析・理解し、問題解決を図るこ

とのできる高度な専門的知識と実践能力を備えた人材を育成することが目的である。具体的に

は、乳幼児期における保育・幼児教育、乳幼児期以降の親子の発達支援、０歳から就学期・児

童期を見通した接続的教育などを研究する研究者、専門職業人を養成する。乳児期、幼児期、

児童期の発達過程、それにかかわる親や保育者・教師などの発達過程を射程に入れ、社会的に

要請される多様な問題の分析能力、課題解決や問題への接近方法、および援助方法について高

度な知識と実践経験をもつ人材を目指す。専門領域における研究者、育児や教育アドバイザー

などのリーダーとして活躍する人材を想定している。 
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  ◎ ジェンダー学際研究専攻 

家族、労働、人権、教育、開発援助、経済、政治、法政策、国際関係、地域計画、環境、科学技術、福祉、医

療など、幅広い研究対象についてジェンダー視点を中心とした研究に関心を持ち、これらに関する諸問題の解

決に意欲を持つ方の入学を歓迎する。 

入学には、社会科学、人文科学等の学問領域での優れた修士論文またはそれに代わるものを完成させているこ

とが必要である。入学試験では、原則として、言語試験での６０％以上の得点も条件となる。入学後は１年次

から毎年、学会発表、学会誌への投稿、学内外の研究活動への参加など、計画的に研究成果を挙げることが求

められ、３年間で、博士論文を完成できることが期待される。研究指導を受けたいと考える教員に必ず事前に

相談をすること。 

なお、本専攻において取得できる学位は、学術、人文科学、社会科学、生活科学である。 

領  域 要   旨 

ジ ェ ン ダ ー 論 

 

 

ジェンダーを中心とした理論的検討、実証的・政策的課題を探究する。ジェンダー視点を中心

にした分析は、家族、労働、人権、教育、開発援助、経済、政治、国際関係、地域計画、環境、

科学技術、医療など、あらゆる政策分野において必要とされている。学問領域を超えたジェン

ダー課題群を中心に、主体的に取り組む人材の育成をめざす。 

 

  ◎ ライフサイエンス専攻 

本専攻は、基礎生命科学からバイオテクノロジーにわたるライフサイエンス全般の発展に寄与するため、「生

命科学」、「生活科学」という学問領域の有機的な統合を試み、人間を生命、生活の両面から捉える。そのた

め、生命科学領域、人間・環境科学領域、食品栄養科学領域、遺伝カウンセリング領域を設置する。本専攻で

はライフサイエンス全般を基礎から応用まで幅ひろく理解でき、ライフサイエンス分野の研究者として自立で

きる、また指導的役割を担いうる人材を育成する。本専攻の学生には教員の指導の下、ライフサイエンスに関

する課題を設定し、実験を主体とする研究計画を作成、実施し、その結果を公表することが求められる。その

ため、研究に対する強い自覚と意欲を持った上で、文献調査能力、研究実施能力、研究の妥当性に対する判断

力、発表能力等が求められる。 

領  域 要   旨 

 

生 命 科 学 

 

 

高度に複雑な生命体の巨視的および微視的構造、機能、応答、情報処理、遺伝のメカニズムを、

個体・細胞・分子レベルで解明する。 

人間・環境科学 

 

 

 

 

 

 

 

本領域では、生活している人間とその環境との関係を明らかにし、かつ、その環境が人間にと

って合理的、快適なものとなるよう設計・制御を行うことを目的とする。具体的には生活空間

内における人間／環境間の物質・エネルギーの交換、体表を通じての物理的・化学的・生理的

刺激とその応答、快適性・安全性との関係などを、環境パラメータ・材料物性・人体生理の面

から総合的に研究を行う。また、生物としての人間、すなわちヒトの本質・由来・変異などに

関する研究も行う。人間と環境の境界領域（インターフェース）の本質を人間及び環境の視点

から科学的・工学的に捉えた上で、我々の生活を向上させるためのインターフェースの改良方

策を具体的に提案することに研究の主眼を置く。 

食 品 栄 養 科 学 

 

 

 

 

 

 

本領域では、食と栄養に関する基礎研究から応用開発にいたる領域を対象とし、健全な食生活

を構築するとともに、生活習慣病の予防、食の安全性などの問題を解析・解決する。食や栄養

に関する基礎的研究から応用開発や臨床対応までできる食と栄養のスペシャリストを育てる。

具体的には大学や公的研究機関の研究者、管理栄養士のリーダー、栄養士や管理栄養士養成校

の教員、公務員、食品企業の研究者、病院管理栄養士などをめざす。本領域では、食品の品質、

機能、嗜好性、安全性、健康や疾病と食品の関連などを含めた食を取りまく諸問題について、

有機化学、生化学、分子・細胞生物学、疫学などを用い、専門的教育ならびに先端的研究を行

う。 

遺 伝 ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 

 

 

 

 

遺伝カウンセリングという新しい学際領域で活躍する先駆的人材を養成することを目的とす

る。遺伝カウンセラーとしての知識、技術、臨床実践の研鑽をふかめ、遺伝カウンセリング学

の構築と、遺伝医療に寄与する研究を遂行し、新しい学問分野の開拓と、後進の指導のための

教育推進に資する人材を育成する。人類愛と医療に対する深い理解を基盤に持ち、国際的視野

から日本における新しい分野の確立に貢献する意欲と能力が必要とされる。 
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  ◎ 理学専攻 

理学専攻は、人間と自然が織りなす複雑な諸現象を、現代自然科学の方法論に基づいて学際融合的に教育研究

し、新しい科学の創成を目指しつつ次世代を担う人材を養成することを目的としている。研究に必要な基礎能

力と強い意欲をもって研究者・高度専門技術者を目指す女性はもちろんのこと、社会人としての基盤を保ちな

がらより高度な専門的能力の開発を望む方や独自のライフスタイルで学問を究めることを志す女性を広く求め

たい。 

領  域 要   旨 

数 学 

 

 

 

 

 

代数、解析、幾何の純粋数学各分野における高度に専門的な教育研究並びに数理的方法論を適

用する応用数学分野における専門的な教育研究を行い、自立して研究活動を行いうる能力、数

学の立場からの学際的研究能力を培うことを目標とする。この教育目標に沿って、確かな数学

の力の上に、自ら課題を見出し自ら解決の方向性を探る自立した研究者となろうという志をも

ち、自己の専門分野のみならず隣接分野や新しい分野、課題も積極的に学ぼうという姿勢をも

った学生を受け入れる方針である。 

物 理 科 学 

 

 

 

 

物理学の各分野及び他領域との隣接分野における最先端の研究を通して、それぞれの分野にお

いて高度な専門性を有し研究者としての素養を身につけた人材を育成するための教育を行って

いる。物理学の各分野における十分な基礎学力を有するとともに、将来、研究者として自立し、

国際的な視野をもって指導的役割を果たす人物になろうとする自覚と意欲をもった学生を求め

ている。 

化学・生物化学 

 

 

 

 

物質を構成する広範な有機・無機分子、金属錯体及び分子集合体、さらに生体を構成する生体

関連分子、蛋白質や糖などを対象に、物質科学、材料科学、物質創成科学、複雑系科学及び生

命科学などの諸分野に広がる教育研究を行う。諸現象を原子・分子レベルから解明する意欲と

学際領域への興味をもち、国際的視野を拡げつつ、研究における創造性と自立性を高める努力

を惜しまない人を歓迎する。 

情 報 科 学 

 

 

 

 

情報科学の基礎から応用までの幅広い分野が、互いに連携しつつ研究を行うことで、高度情報

化社会で要求される情報科学的な理論と応用を明らかにする。すなわち、次世代情報科学に必

要な数理科学手法、現代情報科学の基礎となる計算機科学手法とその応用、自然・生命現象、

生活科学などから生まれる様々な情報の利用・解析手法を研究する。これに共感する人達を経

歴を問わず広く受け入れている。 

 


